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負けて死んだ後のロボの脱力やシートンと 友情とも見紛う奇妙な交流はまるで人間同士のようないわゆる人間味を感じる。シートンも、こ 関係に何かを見つけて、このようなフィクショ というか一種の神話 創ったのだと思う。まさにこの物語は神話であどんぐりの学校






















































五人五様の意識 相違はど もが本当な か、何か















たのかを確定し いのだ 、訳 分からない展開が延々と続くと普通の場合、ほとんど眠くなるのだが、なぜかこの舞台は訳の分からな ままに惹きこまれて行く。そして一生懸命に、こ 物語の顛末を理解 ようと頑張っていたのだった。
途中から、これらの訳の判らない物語は恐らく、この
































































た心情の象徴なのだと思って観 。暑さがインパクトでありシンボル だから観客もそ 暑さを身体で感じられる状況にあれば、こ 三人の閉じ込められた心情に誘い込まれる が舞台 魅力だと期待した。
だが現実のこの劇場はむしろ寒いくらいだった。特に
























命に勉強し仕事を 友好関係を作って国の為 努力していると信じていたのだが、このシェアハウスの同居人たちは、それぞれ悪い人は居ないようなのだが、何よりも自分自身のための生き方が自由だと思われることが意外だっ 。
だがタウは、そんな自由人である同居人たちの私生活
にも徐々に馴染んでいく。だがタウは最後のよりどころとしての祖国への忠誠心が何よりも強く、彼らの生き方や考え方が半透明の幕の向こう側にあるような感じだった。逆に同居 日本人 から見ると、 国家に縛られている不自由な人民としか見えない。
このハウスに住む若い看護師志願のモモに惹かれたタ

















































じ本だったら演出の押さえどころなのか、観る方の感性の問題なのか、是非、戯曲自体を読んでみる必要を強く感じる。どうしても原作 戯曲が読み くな 、やっと道立図書館から借りる事が出来た。
そんなに長くはないから一気に読める。まず思ったの




















になった人たちの中で、一三歳の少女・アンネとその家族や、父の友人の家族たち合計八人がボランティア二人の隠れた援助・協力によって二年半も密室に弾圧を逃れて密かに暮らし、終戦間近ついに密告によって逮捕され収容所へ強制収束され病没で全滅したが、その隠れ家で書いていたアンネの日記が、そ 後ただ 人生き残ったアンネの父・オットー 手に渡り出版されて全世界
人々の感涙をふりしぼった実話の経緯は広く知られているしこの日記は舞台化され幾つかの舞台を観劇している。
思えば「アンネの日記」は随分と多くの舞台を観てい
るような気がしていたが、調べてみると、過去三回だけなのだ。それくらい僕にとっても強い影響のあった作品なのだろう。というか、この作品自体の訴求力が強いので実際には観た以上にそ 印象 強く残っている だろうと思われる。それらの舞台は、明日の生死も分からない劣悪な生活条件の中でも、 れでも諦めずに明日を信じて明るく健気 生きる素直で率直な少女としてのアンネを観て感じていたような気がする。
だが今日のアンネ像はかなり違っていた。明日を信じ
て逞しく今日を生きるという少女像は、 の通りなのだが、もっとずっとその場そ 時の生の感情をぶつける裏表のない い少女の印象なのだ。父母や姉 して同居するペーター少年はもちろん、そ 両親や後か 避難してきたデュッセルさんたちに対しても、どんどんと明けっ広げに、その時その時の素直な感情をぶつけ 特に母とは常に衝突する。父だけが自分を理解してく ると単純に思い込んでいる。
今日観たアンネは、そういう少女の印象が強く、アン





































行こうか？」と聞かれて、その南米の街の名を答えたことで、この南米 シーンは彼ら 何十年後 姿だと思われた。
ヨーゼフは次第にナチズムに深入りし、パーキンソン



































と椅子をそれぞれ一〇台づつ使って縦横無尽に組み立てたり配置したり激しく使いこなす。それを観て「椅子」はその人の社会的な「立ち位置」であり、 「机」はその人たちを囲む 構造ではないかと思った。『マクベス』は一言でいうと、権力争いの展開だから、机と椅子を奪い合ったり 築し直したりするのが象徴的な表現だと思うのだ。その机も椅子も薄黒く焼いた うな造りであり、登場
人物の八人はすべて濃 灰色の上着とズボンで統一されている。時にガウンを羽織るくらいで皇帝も奴隷も同じ衣装なのは、人間 基本的には平等だという象徴だろうとも思われ
気になったのは翻訳文字盤だ。文章が日本 離れして















系統の 代的でカジュアル 衣服に王冠やアクセサリーなど玩具のようないでたちで、やはり玩具のような小道具の剣を使って、 ほ んど集団で争いのシーンを演じる。
物凄い早口の台詞は、長セリフを丸暗記して喋ってい
るように聞こえてほとんど内容は分からな 。初めからそれを承知で演じているとも思われる。 これ 先日の 「竹竹」の『マクベス』の翻訳 とても良く似ている。
配役も男女の区別はなくリチャードもリッチモンドも

















で出てくるのだが、つまりそれはほとんどそ いう宇宙史・地球史・人類史の中での人間の生き方 鋭く的確にしかもマンガチックに切り取って繋 だ大長編なのだ。
だから全体の想いはとても強烈にわが心情を撃つのだ
が余りにも転移・変化が激しいの 細部には付いて行けない焦慮が起こる。それは切り捨てても良いのか 知れないのだが僕 は出来ない。台本を読み、その台本とにらめっこをしな ら、この舞台の深層を手繰 行きたいと思う。大変だけれども楽し 期待して その興味深い作業を進めたいのだ。
